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株式会社名古屋証券取引所 執行役員 上場推進・企業サポートグループ長

中村秀昭氏

1991年名古屋証券取引所に入所。業務グループチームリーダー、自主規制グループ上場監理担当
チームリーダーを歴任し、2013年より自主規制グループ長、2023年より上場推進・企業サポート
グループ長。上場審査をはじめとする上場関連業務に長らく携わっており、過去に携わった上場審
査案件は70社を超える。

EY新日本有限責任監査法人 企業成長サポートセンター TPM J-Adviser

長谷川昌俊氏

2014年よりIPO統括グループ企業成長サポートセンターに従事。IPO監査の他、シード期からIPO
までの多くのスタートアップ企業の上場支援に従事。多くのスタートアップ及び支援者とリレー
ションを持つ。2022年7月より、経済産業省経済産業政策局産業創造課課長補佐、2023年7月よ
り、同省経済産業政策局新規事業創造推進室室長補佐に着任。税制改正やスタートアップ施策を
担当。2024年8月帰任、 同年10月より経済産業省イノベーション環境局スタートアップ室臨時専
門アドバイザーに従事。2026年2月より、EY新日本有限責任監査法人の子会社のEYソリューショ
ンズにてJ-Adviser事業部を新設。事業部責任者として、TOKYO PRO MarketのJ-Adviserの資格を
取得、J-QS。

1部：名古屋証券取引所とは ～名証IPO実績と上場支援への想い～（15分）
株式会社名古屋証券取引所 中村 秀昭氏

2部：TOKYO PRO Marketとは ～市場概要と近年注目が高まる理由～（15分）
EY新日本有限責任監査法人 長谷川 昌俊氏

3部：Talk Session＆QA（50分）
IPOを実現する市場選びの新常識

名古屋証券取引所
中村秀昭氏
EY新日本有限責任監査法人
長谷川昌俊氏

（１）グロース改革後、市場の位置づけの変化とIPO戦略
・スタートアップ市場の変化
・グロース市場は超ハイグロースへ、IPO環境の変化
・時価総額50億円以下の企業が取るIPO戦略

（２）論点ごとに検討、自社に適した市場選択
・プロ向け市場と一般市場の違い
・流動性に関する名証市場への誤解と流動性の必要性
・ガバナンスの重要性、TPMは緩くていいという誤解
・東京本社企業が名証やTPMを選ぶ理由

（３）ステップアップ上場とIPO後の成長戦略
・ステップアップ上場を実現する企業の特徴
・TPM→名証→東証は遠回りか、実は最短ルートか
・TPM上場廃止企業にみる、上場コストと成長のバランス

（４）ご参加の方のご質問にお答えいたします。
ご質問はお申し込み時のアンケートまたはZoomのQ&Aよりお願いいたします。
※内容やお時間の都合により、すべてのご質問にお答えできない可能性がござ
います。ご了承ください。
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※講師・共催企業と同業の方はお申込みをお断りする可能性がございます。講演内容は予告なく変更になる可能性がございます。

IPOを実現する市場選びの新常識－名証＆TPM、グロース改革で注目の2市場活用法－

※二次元コードからもお申込みいただけます。お申込みhttps://www.obc.co.jp/261117_meta

https://www.obc.co.jp/261117_meta

日時 2026年11月17日（火）13:30～15:00（開始15分前からアクセス可）
※Zoomで配信いたします。

対象 IPO準備企業の経営層、CxO、管理部門責任者、上場準備の責任者 等

定員 500名

共催 株式会社名古屋証券取引所／東京海上日動パートナーズ株式会社・首都圏法人部／
株式会社オービックビジネスコンサルタント

講師協力 EY新日本有限責任監査法人

お問い合わせ 株式会社オービックビジネスコンサルタント 坂本／山口 mail：obc-as@obc.co.jp
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